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2.5 背後地の状況 
 

 

 
図-2.22 地盤標高の分布と建物の分布 

 

砂浜背後地の標高は、飯岡漁港～矢指川と太東漁港付近を除き、標高 2m 以下の  
低い土地が内陸まで広がっています。そのため、地盤の高い九十九里の南北を除く 
範囲では、砂丘や保安林背後に帯状に集落が形成されています。特に、新堀川周辺や
真亀川から堀川までの区域では、他の海岸と比べて集落が海岸近くに位置しています。 
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■1965 年 10 月 

 
■2015 年 5 月 

 
※黄線は、2015 年の保安林陸側境界 

図-2.23 海岸背後の土地利用の変遷図（例：匝瑳市） 
 

海岸背後地の土地利用状況は、1965 年代から 2015 年現在に至る間に変化が見られ
ます。1965 年当時から徐々に海岸の砂浜側が保安林区域として整備されてきました。
また、海水浴場では砂浜に駐車場が整備されました。 
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図-2.24 海水浴場周辺の背後地土地利用の変化 


